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江戸時代はどんな町だったのかな（千代田小）

＊番町小学校・幼稚園の校歌・園歌が決定

主

な ＊ 「千代田区の中学校教育に関する

アンケート調査」結果について記

事
＊学校教育のしくみがかわる

岩本町二丁目の遺跡を見学しました。

ていねいに説8月していただき、江戸峙

代の様子が目に浮かぶようでした。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。
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番
町
小
学
校

・
幼
稚
園
の
校

歌

・
園
歌
が
新
た
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
同
小
学

校
・
幼
稚
園
関
係
者
や
地
域
の

方
々
で
構
成
さ
れ
た
「
番
町
幼

．

小
協
議
会
」
を
設
置
し
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
l
l
年
2

月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会
で
、

「
前
の
校
歌

・
園
歌
を
歌
い
継
い
で

い
く
と
同
時
に
、

21
世
紀
を
迎
え

て
新
し
い
時
代
に
生
き
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
校
歌

・
園
歌
を
作

る
」
こ
と
で
協
議
が
整
い
ま
し
た
。

作
曲
に
つ
い
て
は
、
番
町
小
学

校
の
卒
業
生
で
、
日
本
童
謡
協
会

の
会
長
で
も
あ
り
「
め
だ
か
の
学

校
」
「
雪
の
降
る
ま
ち
を
」
「
夏
の

思
い
出
」
等
の
作
曲
を
し
た
中
田

よ
し
な
お

喜
直
氏
に
依
頼
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
新
し
い
校
歌
・
園
歌

は
、
平
成
1
1
年
1
1
月
25
日
に
開
催

さ
れ
た
番
町
幼

・
小
協
議
会
に
お

い
て
了
承
さ
れ
、
校
長
が
正
式
に

決
定
し
ま
し
た
。

平
成
12
年

2
月
5
日
に
は
、
番

町
小
学
校
の
講
堂
に
お
い
て
「
校

歌

・
園
歌
制
定
記
念
式
」
が
行
わ

れ
、
お
招
き
し
た
作
詞
・
作
曲
者

や
P
T
A
な
ど
多
数
の
方
々
を
前

に
し
て
、

児
童
・
園
児
が
元
気
な

声
で
新
し
い
校
歌
・
園
歌
を
歌
い

ま
し
た
。
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九
段
中
学
校
の
校
庭
に
は
、
幹
回
り
約
―

-
m
四
十

じ
ゅ
れ
い

crn
．樹
高
約
二
十

m
、
推
定
樹
齢
二
百
年
を
超
え
る

椎
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。

椎
の
木
は
ブ
ナ
科
シ
イ
ノ
キ
属
に
分
類
さ
れ
、
関

東
地
方
で
は
「
ス
ダ
ジ
イ
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま

ぁ

す
。
葉
に
光
沢
が
あ
り
太
陽
の
光
を
浴
び
る
と
照
り

輝
く
の
で
、
照
葉
樹
と
も
言
い
ま
す
。
そ
の
実
（
ド

ン
グ
リ
）
は
、
あ
く
抜
き
を
し
な
く
て
も
食
べ
ら
れ

る
の
で
、
古
く
か
ら
栗
に
次
い
で
重
要
な
食
料
で
、

古
事
記
や
万
葉
集
な
ど
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
東
京
で
は
こ
の
椎
の
木
を
防
火
林
と

し
て
植
え
た
時
期
が
あ
り
、
九
段
中
学
校
の
椎
の
木

な

ご

も
そ
の
名
残
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
常
緑

広
葉
樹
が
い
つ
も
木
の
中
に
水
分
を
蓄
え
て
い
る
と

い
う
性
質
を
知
り
、
活
用
し
た
先
人
の
知
恵
に
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
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び

は
げ
め
二
度
と
な
い
こ
の
日
々
を
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る

し

ほ

こ

た

か

梅
の
記
章
の
誇
り
も
高
く

リ

そ
う

理
想
か
か
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あ
い

あ

す

の

甲
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へ
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う

あ
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の
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う

私
た
ち
は
自
然
と
い
う
と
、
日
常
生
活
か
ら
離
れ

た
海
や
山
な
ど
に
探
そ
う
と
し
ま
す
が
、
学
校
と
い

う
日
常
的
な
生
活
の
場
に
も
自
然
が
あ
る
こ
と
を
、

椎
の
大
木
を

一
例
と
し
て
、
五
感
を
使
っ
て
再
確
認

し
、
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
11
年
度
に
行
わ
れ
た
校

ゆ

ら

い

庭
改
修
工
事
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
椎
の
木
の
由
来
な

ど
を
記
し
た
紹
介
板
を
取
り
つ
け
ま
し
た
。

私
た
ち
が
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
、
様
々
な
環
境
や

歴
史
の
変
化
の
中
を
生
き
抜
い
て
き
た
椎
の
大
木

を
、
ぜ
ひ
実
際
に
見
て
、
触
れ
て
「
自
然
」
を
体
感

す
す

す
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

問
合
せ
学
務
課
学
校
運
営
係

内
線

3
1
3
3 西暦二千年紀に入っても生徒たちを見守る

九
段
中
学
校
の
椎
の
大
木
は
、
同
校
校
舎
第

一
期

工
事
が
完
了
し
た

一
九
五
五
（
昭
和
三
0

)

年
当
時
、

既
に
現
在
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。
以
来
、
幾
多
の

卒
業
生

・
在
校
生

・
教
職
員
・
学
校
関
係
者
な
ど
多

く
の
人
々
を
校
庭
の
片
隅
か
ら
静
か
に
見
守
り
、
年

輪
を
重
ね
、
現
在
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
幾
度
も
枯
れ
そ
う
に
な

つ

ど

り
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
手
当
を
し
、
元
気
を
取
り

戻
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
日
常
の
剪
定
や
消
毒
な

ど
の
手
入
れ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
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学校で教えてほしいこと （上位3回答） 「コンピュータ」が最も多く 、6割を超えています。

小学校6年生

・コンピュータ

・ス ポーツ

・英語

63.9% 

44.1% 

29.7% 

学校教育が担うべき役割 （上位3回答） ）
生徒は「社会で必要な基礎的知識•技能」が最も多く、 保護者 、 毅員は
それに加えて「集団生活に適応できる能力」が多く見られます。

中学校1,2年生

・大人にな ってから困らないような基礎的知識や技能を教えること 68.3% 

・集団生活に必要な能力を身につけさせること 40.4% 

•しつけやマナーを教えること 23.5% 

小学生保護者 中学生保護者

・集団生活に適応できる能力を身につけさせること 76.2% ・社会で必要な基礎的知識や技能を教えること 67.8% 

・社会で必要な基礎的知識や技能を教えること 64.4% ・集団生活に適応できる能力を身につけさせること 66.5% 

・健全な人柄や人生観を形成させること 44.2% ・健全な人柄や人生観を形成させること 39.4% 

小学校教員 中学校教員

・集団生活に適応できる能力を身につけさせること 80.6% ・集団生活に適応できる能力を身につけさせること 77.1% 

・社会で必要な基礎的知識や技能を教えること 72.6% ・社会で必要な基礎的知識や技能を教えること 72.3% 

・健全な人柄や人生観を形成させること 50.0% ・健全な人柄や人生観を形成させること 39.8% 

学校の教員に期待すること （上位3回答） ） 
（児童•生徒は「好きな先生」、教員は「期待されること」）

小学校6年生

• 明るくて、ユーモアのある先生 55.1% 

・全員に対して公平な先生 46.5% 

・わかりやすく教えて くれる先生 29.2% 

小学生保護者

・教育に情熱を持っている 51.3% 

・児童•生徒の個性や人権を尊重する 46.0% 

・児童•生徒に基礎 ・ 基本をわかりやすく教える 43.1% 

小学校教員

・児童 • 生徒に基礎 ・ 基本をわかりやすく教える 75.0% 

・教育に情熱を持っている 43.5% 

・人間的な魅力がある 40.3% 

区の学校教育の重点施策 （上位3回答） ）

小学生保護者

•国際交流や国際理解等を重視した教育を行う 45.3% 

・学校と家庭、地域社会が一体となって教育を推進する 37.1% 

・情報化に対応した教育を行う 30.7% 

小学校教員

・学校と家庭、地域社会が一体となって教育を推進する 44.4% 

•国際交流や国際理解等を重視した教育を行う 37.9% 

・地球環境を守る教育を積極的に行う 29.0% 

児^重は人間性を求め、保護者は教育への情熱を求めています。
生徒、教目は学習面を重視しています。

中学校1,2年生

•生徒に わか り やすく教えてくれる先生 50.8% 

•生徒か ら信頼される先生 36.9% 

• 生徒全貝に対して公平な先生 35.9% 

中学生保護者

・教育に情熱を持っている 52.1% 

・児童•生徒の個性や人権を尊重する 46.8% 

・児童 •生徒に基礎·基本をわかりやすく教える 46.0% 

中学校教員

•生徒に基礎・基本をわかりやすく教える 72.3% 

・教育に情熱を持っている 48.2% 

・人間的な魅力がある 38.6% 

保護者は国際的な数育を多く要望、教呉は地域の連携を
重視しています。

中学生保護者

•国際交流や固際理解等を重視した教育を行う 51.3% 

・学校と家庭、地域社会が一体となって教育を推進する 37.1% 

・情報化に対応した教育を行う 35.2% 

中学校教員

・学校と家庭、地域社会が一体となって教育を推進する 33.7% 

•国際交流や国際理解等を重視 し た教育を行う 32.5% 

・情報化に対応した教育を行う 25.3% 
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千代田区毅育委負会では平成10年9月に学識経験者 ・教育閑係者・ PTA・区民等によリ構成する「中学校教育検

討会」を設置し、区立の中学校を子どもたちにとって魅力あるところとするにはどうすればよいのか、子どもたち

の個性を生かす中学校教育を実現するためにはどうしたらよいのか、など中学校教育を巡るさまざまな課題につい

て多面的な検討を進めているところです。

このアンケート調査は小•中学生、保護者及びJ」\ •中学校教員の方々を対象として中学校教育に関する意識・考

え方をお闇きし、今後の中学校教育検討会の調査研究に反映させることを目的として実施しました。このたび調査

結果がまとまりましたので紹介します。なお、紙面の都合上、複数回答については、上位三回答を掲載しました。

これらの調査結果につきましては、今後の調査研究の貴重な資料として活用させていただきます。ご協力いただ

きました皆さん、ありがとうございました。

【調査対象者と回収数】

調査対象 対象者数（人） 回収数（人） 回収率 （％）

千代田区立小学校6年生 494 465 94.1 

千代田区立中学校1,2年生 823 716 87.0 

千代田区立小学校6年生保護者 494 450 91.1 

千代田区立中学校1,2年生保護者 823 645 ワ8.4

千代田区立小学校教員 143 124 86.7 

千代田区立中学校教員 93 83 89.2 
..6. 計 2,870 2,483 86.5 Eコ

学校や教育についての問題点 （上位3回答） ）

小学校6年生

・学校の設備が整っていない 34.2% 

・先生がきびしい 13.1% 

・先生と話をすることが少ない 11.0% 

小学生保護者

・先生に時間的ゆとりがない 40.2% 

・ 児童•生徒に時間的ゆとりがない 39.1% 

・ 児童•生徒と先生とのつながりが薄い 32.9% 

小学校教員

・教員に時間的ゆとりがない 62.1% 

・児童 • 生徒に時間的ゆとりがない 50.0% 

・学習に遅れている子どもへの個別指導が十分でない 29.8% 

【調査方法】 【口査期間】
学校を通じて調査表を配布し、回収しました。 干成11年JO月20日～JO月26日

函函函鉤蕊蕊蕊蕊蕊函蕊函蕊函函蕊韓〈 調査結果 》廼攀瞬攀攀霙攀攀 瞬攀瞬霙蕊霙攀蕊攀

児童 • 生徒は学校の設備を保護者 、 教員は特間的なゆとリが
ないことを指摘しています。

中学校1,2年生

・学校の設備が整っていない 27.7% 

・英語の力が十分につかない 26.8% 

・部活動が十分できない 25.7% 

中学生保護者

・児童•生徒に時間的ゆとりがない 36.1% 

•実用的な外国語教育が十分行われていない 34.4% 

・学習に遅れている子どもへの個別指導が十分でない 34.0% 

中学校教員

・教員に時間的ゆとりがない 83.1% 

•生徒に時間的ゆとりがない 53.0% 

・学習に遅れている子どもへの個別指導が十分でない 38.6% 

令＜令令＜令⑭＜令⑭＜令令＜令令く令⑭＜令令＜令⑭＜全令＜令⑭＜令令＜令合＜一＞令＜~®<ヨー澤＜一心く-心＜竺澤

i 「これからの中学校教育についての意見を聴く会」を開催します i 
O 検討会では、さらに幅広く区民の方々、保護者、学校関係者等の中学校教育に対するご意見を伺うため、「これ 。

R からの中学校教育についての意見を聴く会」を開催しますので、ぜひご参加下さい。 R 

0 とき 平成12年4月8日（土）午後2時～4時 0 ； 会場 神田さくら館内千代田区立教育研究所7階研修室 令

千代田区神田司町2-16 0 ； 商合せ 指導室合 (3264)0151 内線3167.3168 ; 

⑭ ※この会で、ご意見を発表してくださる方を募集しておリます。住所、氏名、 年齢、連絡先電話番号をご記入 ⑭

o の上、下記あてに3月27日 （月）までにハガキでお申し込みください。 （※なお、時間の都合上、申込者多数 i

令 の際は、抽選とさせていただきます。）

0 あて先 〒102-8688 千代田区九段南1-6-11 千代田区数育委民会指導室 0
令＜令⑭＜令令＜令⑭＜令令＜令⑭＜令令＜令 ⑭＜令⑭＜令合＜令令く全令＜令⑭＜令⇔＜令⑭＜令⑭＜令⑭＜令令＜令令
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教科以外に学びたいこと
（上位3回答））

「自立心」、「社会の）レール」が保護者、教員で上位を
（学んでほしいこと） 占めています。

中学校1,2年生

・パソ コンやインタ ーネッ トなどの操作 52.4% 

・スポーツ ・芸術 35.3% 

・外国語（英語など）を話せる ようになること 31.8% 

小学生保護者 中学生保護者

・自立心 50.9% ・自立心 50.5% 

・社会のルール 48.4% ・社会のルール 49.0% 

・チャレンジ精神 41.8% ・チ ャレンジ精神 46.4% 

小学校教員 中学校教員

・社会のルール 70.2% ・社会のルール 79.5% 

・自立心 50.0% ・自立心 53.0% 

・人権思想 （あらゆる差別を許さ ない教育） 38.7% ・人権思想（あらゆる差別を許さない教育） 31.3% 

通学区域弾力化についての意見

） 
（児童•生徒は「独自性をもった公立中学校への進学希望」）

小学校6年生

・自分の希望する特色のある中学校を選びたい 74.2% 

・自宅から近い中学校でいつも学ぶのがよい 7.5% 

・わからない 10.5% 

小学生保護者

• 生徒の自主性が尊重され、 非常に良いことだと思う 58 .9%

・中学校進学の段階での選択は難しいと思う 26.9% 

・現状どおり指定された中学校に通うのがよいと思う 5.8% 

小学校教員

• 生徒の自主性が尊重され、 非常に良いことだと思う 39.5%

・中学校進学の段階での選択は難しいと思う 36.3% 

・現状どおり指定された中学校に通うのがよいと思う 16.1% 

児童•生徒の評価方法 （上位3回答））

小学校6年生

．努力したりがんばろうとする気持を持っていること 43.7% 

・ほかの人に対する思いやりや協調性があること 34.0% 

・スポーツが上手なこと 24.5% 

小学生保護者

．努力する姿勢や向上心 71.1% 

・自らすすんで学び、考える力を持っていること 70.4% 

• 他人に対する思いや り や協調性 57.3% 

小学校教員

・自らすすんで学び、考える力を持っている こと 72.6% 

•他人に対する思いやりや協調性 63.7% 

．努力する姿勢や向上心 62.1% 

7割以上の児童が「自分の希望する特色のある中学校を選び
たい」と回答しています。

中学校1,2年生

・自分の希望する特色のある中学校を選びたい 49.9% 

• 今の学校で十分だと思う 27.8% 

・わからない 15.8% 

中学生保護者

• 生徒の自主性が尊重され、 非常に良いこ とだと思う 53 . 6%

・中学校進学の段階での選択は難しいと思う 30.4% 

・現状どおり指定された中学校に通うのがよいと思う 7.4% 

中学校教員

• 生徒の自主性が尊重され、 非常に良いことだと思う 30. 1 %

・中学校進学の段階での選択は難しいと思う 34.9% 

・現状どおり指定された中学校に通うのがよいと思う 19.3% 

児童•生徒 、 保護者は努力する姿勢で、教目は自発性での
評価を望んでいます。

中学校1,2年生

．努力したりがんばろうとする気持を持っていること 37.4% 

・ほかの人に対する思いやりや協調性があること 33.9% 

• 新しいものや個性的なものをつくり出す力があること 24.4%

中学生保護者

．努力する姿勢や向上心 72.7% 

• 自 ら すすんで学び、 考える力を持っ ていること 68.4% 

•他人に対する思いや り や協調性 54.3% 

中学校教員

• 自らすすんで学び、 考える力を持っ ていること 63.9% 

．努力する姿勢や向上心 62.7% 

•他人に対する思いやりや協調性 54.2% 

，
 
．
．
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進学時の公立・私立選択
） 

小学校6年生

・公立校に行きたい 31.8% 

・私立校に行きたい 49.0% 

・わからない 17.0% 

小学生保護者

・公立中学校に進学してほしい 41.6% 

・私立中学校に進学してほしい 47.6% 

•まだ決めていない 8.9% 

公立中学校を希望した理由 （上位3回答） 私立中学校を希望した理由 （上位3回答）

公立の志望理由では友人の数と教育費の安さが多く、私立の志望理由では中高一貫教育が保護者でワ割を超えています。

小学校6年生 小学校6年生

・近所の友だちが多く進学するから 41.9% ・学校行事や部活動を楽しみたいので 47.8% 

・家から近いので 28.4% ・学校の雰囲気がよさそうだから 44.7% 

・兄や姉も通っていたので 27.7% ・高校進学のことを考えて 40.8% 

中学校1,2年生 中学校1,2年生

・地域の友人が多く進学するから 36.1% • 高校進学の こ とを考えて 59.5% 

・家から近いので 28.2% ・学校の雰囲気がよさそうだったから 35.3% 

・男女共学だから 25.7% ・学校行事や部活動を楽しみたいので 30.2% 

小学生保護者 小学生保護者

・教育費が安いから 54.0% ・中高一貫教育だから （私立校の場合） 75.2% 

・男女共学だから 40.6% ・学校の伝統や特色に魅力を感じるから 41.6% 

・地域の友だちが多く進学するから 39.0% ・学習指導がきめ細かで充実しているから 41.1% 

中学生保護者 中学生保護者

・教育費が安いから 53.0% ・中高一貫教育だから （私立校の場合） 72.2% 

・男女共学だから 41.6% ・学校の特色や個性に魅力を感じたから 51.1% 

・通学の便がよいから 29.5% ・学習指導がきめ細かで充実しているから 38.3% 

魅力ある中学校
（上位3回答） ）（小学生は「進みたいと思う中学校」）

小学校6年生

・部活動や行事がさかんな学校 47.7% 

・体育やスポーツをいろいろ教えてくれる学校 43.9% 

・コンピュータやインターネットについて教えてくれる学校 43.0% 

小学生保護者

• 国際化に対応する学習を重視する学校 47.3% 

・体験学習を重視する学校 42.9% 

• 生徒の進学希望に こ たえる学校 38.4% 

小学校教員

・体験学習を重視する学校 52.4% 

• 国際化に対応する学習を重視する学校 36.3% 

・ボランティア活動など福祉教育に力を入れる学校 29.0%

小学生児童・保護者は私立校への進学希望が多いようです。

中学校1,2年生

・公立校を希望していた 28.2% 

・私立校を希望していた 16.2% 

• 特 に希望は な かった 52.5% 

中学生保護者

・公立中学校に進学 してほしいと思っていた 48.8% 

・私立中学校に進学してほしいと思っていた 20.6% 

• 本人の 自主性に まかせた 27.6% 

児童•生徒は部活動を重視し、保護者は国際教育、
数員は体験学習に魅力を感じているようです。

中学校1,2年生

・部活動や行事がさかんな学校 46.6% 

・健康教育 ・スポーツに力を入れる学校 40.2% 

・体験学習を重視する学校 31.6% 

中学生保護者

• 国際化に対応する学習を重視する学校 51.8% 

・体験学習を重視する学校 44.5% 

• 生徒の進学希望に こ たえる学校 29.0% 

中学校教員

・体験学習を重視する学校 39.8% 

• 国際化に対応する学習を重視する学校 32.5% 

・情報化に対応する学習を重視する学校 31.3% 
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中高一貫校に通いたくない理由 （上位3回答） 〉〉 生徒、保護者とも意見は分かれています。

中学校1,2年生

•高校入試というステップがなくなり、学習意欲や学力が低下するおそれがあるから 38.9% 

・年齢の差が大きいため先輩や後輩との交流がむずかしいから 31.5% 

・6年間同じメンバーであることに不安を感じるから 31.0% 

小学生保護者 中学生保護者

•生徒集団が長期間同一メンバーで固定化する ・小学校卒業段階での進路選択は難しいから 45.5% 

ことにより、学習環境になじめない生徒が生 •生徒集団が長期間同一メンバーで固定化する

じたりするおそれがあるから 31.4% ことにより、学習環境になじめない生徒が生

・小学校卒業段階での進路選択は難しいから 25.6% じたりするおそれがあるから 33.6% 

•高校入試というステップがなくなり、学習意 ．裔校入試というステップがなくなり、学習意

欲や学力が低下するおそれがあるから 25.6% 欲や学力が低下するおそれがあるから 26.4% 

公立中高一貫校の必要性 ）
 

小学校教員

・必要だと思う

・必要ないと思う

•その他

・わからない

50.8% 

25.8% 

0.8% 

15.3% 

公立の中高一貫校が必要だと思う理由 （上位3回答） ）

小学校教員

・6年間の計画的・継続的な教育指導が展開でき、

効果的な一貫した教育が可能になるから 74.6% 

・6年間にわたり生徒を継続的に把握することに

より生徒の個性を伸ばしたり、優れた才能を

発見し伸ばせるから 41.3% 

• 高校入試の影響を受けずにゆとりのある安定

した学校生活がおくれるから 36.5% 

公立の中高一貫校が必：ここ填由 （上位3回答）2
・小学校卒業段階での進路選択は難しいから 65.6% 

• 生徒集団が長期間同一メンバーで固定化する

ことにより、学習環境になじめない生徒が生

じたりするおそれがあるから

・受験戦争の低年齢化につながるおそれがあるから

37.5% 

37.5% 

中高一貫校入学者の選定方法 （上位3回答）＞ 
小学生保護者

・面接 70.0% 

・小学校の調査書（生活の様子や学習記録を記入したもの） 43.8% 

•本人の作文など 42.0% 

小学校教員

・面接 75.0% 

•本人の作文など 45.2% 

・小学校の調査書（生活の様子や学習記録を記入したもの） 34.7% 

小学校教目は5割が必要と感じているのに対し 、中学校教目では
2割台にとどまリ 、「必要ないと思う」が5割近くを占めています。

中学校教員

・必要だと思う 22.9% 

・必要ないと思う 45.8% 

• その他 2.4% 

・わからない 19.3% 

小学校教員は一貫教育の可能性に期待し 、中学校教目は人蘭

性の育成に期待しています。

中学校教員

・中学l年生から高校3年生までの異なる年齢集

団による活動が行えることにより、社会性や

豊かな人間性をより育成できるから 63.2% 

・6年間の計画的・継続的な教育指導が展開でき、

効果的な一貰した教育が可能になるから 47.4% 

• 高校入試の影響を受けずにゆとりのある安定

した学校生活がおくれるから 36.8% 

・6年間にわたり生徒を継続的に把握することに

より生徒の個性を伸ばしたり、優れた才能を

発見し伸ばせるから 36.8% 

小学校教目は進路選択の難しさを指摘し、中学校教員はメン

バーが固定することを懸念しています。

中学校教員

•生徒集団が長期間同一メンバーで固定化する

ことにより、学習環境になじめない生徒が生

じたりするおそれがあるから 52.6% 

・受験戦争の低年齢化につながるおそれがあるから 31.6% 

・小学校卒業段階での進路選択は難しいから 28.9% 

保護者、教員とも面接による選考を重視しています。

中学生保護者

・面接 74.7% 

・小学校の調査書（生活の様子や学習記録を記入したもの） 51.5% 

• 本人の作文など 39.1% 

中学校教員

・面接 66.3% 

• 本人の作文など 43.4% 

・抽選 28.9% 

U
"
 

‘、̀

教員以外の社会人からの授業
） 

小学校6年生

・受けてみたい 54.0% 

・受けてみたいとは思わない 12.0% 

•その他 5.2% 

・わからない 20.6% 

小学生保護者

・小学校段階から積極的に導入すべきだと思う 61.1% 

・中学校段階から積極的に導入すべきだと思う 17.3% 

•高校段階から積極的に導入すべきだと思う 4.7% 

・学校では教員による授業を中心にすべきだと思う 8.0% 

•その他 1.3% 

・わからない 4.9% 

小学校教員

・小学校段階から積極的に導入すべきだと思う 66.1% 

・中学校段階から積極的に導入すべきだと思う 6.5% 

•高校段階から積極的に導入すべきだと思う 2.4% 

・学校では教員による授業を中心にすべきだと思う 10.5% 

• その他 3.2% 

・わからない 4.0% 

公立の中高一貫校への進学希望
） 

小学校6年生

．ぜひ入りたい 28.4% 

．どちらかといえば入りたい 28.0% 

・入りたくない 17.2% 

・わからない 18.7% 

小学生保護者

・入学させたいと思う 34.4% 

．どちらかといえば入学させたい 25.3% 

•あまり入学させたいと思わない 12.7% 

・入学させたいと思わない 6.4% 

・わからない 18.7% 

児重•生徒で「受けてみたい」が5割前後。 導入時期では小学
校段階からの導入を求める声が多くみられます。

中学校1,2年生

・受けてみたい 47.8% 

・受けてみたいとは思わない 15.9% 

•その他 1.7% 

・わからない 28.6% 

中学生保護者

・小学校段階から積極的に導入すべきだと思う 57.8% 

・中学校段階から積極的に導入すべきだと思う 20.3% 

•高校段階から積極的に導入すべきだと思う 4.2% 

・学校では教員による授業を中心にすべきだと思う 6.8% 

•その他 0.9% 

・わからない 7.8% 

中学校教員

・小学校段階から積極的に導入すべきだと思う 41.0% 

・中学校段階から積極的に導入すべきだと思う 7.2% 

・高校段階から積極的に導人すべきだと思う 9.6% 

・学校では教員による授業を中心にすべきだと思う 13.3% 

•その他 120% 

・わからない 6.0% 

入学希望は児童 • 生徒よリ保護者に多くみられます。

中学校1,2年生

．ぜひ通ってみたかった 21.8% 

．どちらかといえば通ってみたかった 24.4% 

• あまり通ってみたいと思わない 28.4% 

•その他 0.8% 

・わからない 18.6% 

中学生保護者

・入学させたいと思う 40.5% 

．どちらかといえば入学させたかった 27.8% 

•あまり入学させたかったと思わない 11.8% 

・入学させたかったと思わない 5.3% 

・わからない 11.6% 

中高一貫校に通いたい理由 （上位3回答） ） 高校入試がないことが、理由として多くみられます。

中学校1,2年生

• 高校入試がなく、ゆとりのある学校生活がおくれるから 81.3% 

•いろいろな年齢の生徒がいるので、先輩・後輩の交流が活発になり、部活動や行事が盛んになりそうだから 36.6% 

・6年間にわたっての教育を受けられることで、自分の個性や才能などを伸ばせると思うから 32.9% 

小学生保護者 中学生保護者

•高校入試の影響を受けずにゆとりのある安定 • 高校入試の影響を受けずにゆとりのある安定

した学校生活がおくれるから 66.2% した学校生活がおくれるから 70.0% 

・6年間にわたり生徒を継続的に把握することに ・6年間にわたり生徒を継続的に把握することに

より生徒の個性を伸ばしたり、優れた才能を より生徒の個性を伸ばしたり、優れた才能を

発見し伸ばせるから 46.8% 発見し伸ばせるから 49.8% 

・6年間の計画的・継続的な教育指導が展開でき、 ・6年間の計画的・継続的な教育指導が展開でき、

効果的な一貰した教育が可能になるから 42.8% 効果的な一貫した教育が可能になるから 39.5% 
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の
基
礎
を
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

バ
ー
ド
選
手
は
N
B
A

（ア
メ
リ
カ
の
プ

D

バ
ス
ケ
ッ
ト
）
で
の
プ
レ
ー
経
験
も
あ
L
J
、
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
優
勝
の
原
動
力
に
も
な
り

ま
し
た
。

指
導
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
‘
始
め
は
ぎ

こ
ち
な
い
動
き
で
し
た
が
、
バ
ー
ド
選
手
の

グ

ッ

ド

て

"G
o
o
d
!
!"
の
声
に
照
れ
た
よ
う
に
笑
顔
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

バ
ー
ド
選
手
は

「
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

よ
う
せ
い

て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
要
請
が
あ
れ

ば
他
の
学
校
に
も
訪
れ
た
い
。」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ス
タ
ー
選
手
訪
問

ー

富
士
見
小
|ー

区
立
幼
稚
園
教
育
職
貝
の
任
用
や
服
務
監
督

教
育
職
員
の
身
分
の
取
り
扱
い

平
成
十
年
四
月
に
特
別
区
制
度
改
革
関
連

法
が
国
会
で
可
決
さ
れ
、
五
月
八
日
、
「
地

方
自
治
法
等
の
一
郎
を
改
正
す
る
法
律
」
と

し
て
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
リ
、
千

代
田
区
は
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
名
実

と
も
に
自
立
し
た
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

な
基
礎
的
公
共
団
体
と
な
り
ま
す
。

法
律
の
改
正
前
ま
で
、
特
別
区

（東
京
ニ

十
三
区
）
は
、
東
京
都
の
内
部
団
体
と
位
置

付
け
ら
れ
、
一
般
の
市
町
村
に
比
較
し
て
特

別
区
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
務

（仕
事
）

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
法
律
改
正
に
よ
リ
、
区
内
の
ご
み

は
区
が
収
集
・
運
搬
す
る
こ
と
に
な
る
な

ど
、
三
十
八
の
事
務
が
東
京
都
か
ら
特
別
区

に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

教
育
の
分
野
で
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
五
十
九
条
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
は

東
京
都
教
育
委
国
会
が
行
っ
て
い
る
区
立
学

校
の
数
育
職
負
の
任
用

（採
用
し
た
り
、
昇

任
さ
せ
た
リ
す
る
こ
と
）
の
一
部
、
そ
の
他

の
身
分
取
り
扱
い
、
教
育
課
程
及
び
教
科
書

採
択
な
ど
に
関
す
る
事
務
が
、
平
成
十
二
年

四
月
か
ら
千
代
田
区
教
育
委
員
会
の
事
務
と

な
り
ま
す
。

貝
体
的
に
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

区
立
学
校
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
教
育
法
令

の
っ
と

や
学
習
指
導
要
領
な
ど
に
則
っ
て
千
代
田
区
教

育
委
昌
会
が
規
則
を
定
め
て
、
区
立
学
校
か
ら

の
教
育
課
程
の
届
け
出
を
受
理
し
、
分
析
し
、

必
要
な
指
導
、
助
言
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

東
京
都
教
育
委
負
会
の
内
那
組
織
的
な
立
場
で

は
な
く、

千
代
田
区
教
育
委
邑
会
が
自
ら
の
法

的
権
限
に
基
つ
い
て
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
に

2月
25
日
、
和
泉
小
学
校
体
育
館
で
郵
政
省

簡
易
保
険
局
・

N
H
K
製
作
の
「
み
ん
な
の
体

ぞ
う
て
い
し
き

操
」
の
ビ
デ
オ
賭
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
体
操
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
や
第
二
に
続
く
、

お
年
寄
り
や
身
体
に
不
自
由
が
あ
る
人
に
も
気

軽
に
で
き
る
体
操
で
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
昭
和

3年
1
1
月
、
簡
易
保
険

局
が
国
民
の
健
康
増
進
の
た
め
に
国
民
保
険
体

操
と
名
付
け
て
制
定
し
、
ラ
ジ
オ
で
全
国
に
放

送
さ
れ
ま
し
た
。学
校
近
く
の
佐
久
間
公
園
は
、

お
も
だ
か
じ
ゅ
ん
さ

当
時
万
世
橋
警
察
署
の
面
高
巡
査
が
町
内
会
の

人
達
と
共
に
全
国
に
先
駆
け
て
「
早
起
き
ラ
ジ

オ
体
操
会
」
を
始
め
た
ゆ
か
り
の
地
で
す
。

簡
易
保
険
局
の
方
か
ら
ビ
デ
オ
を
賭
呈
さ
れ

た
後
、
和
泉
小
の
児
童
と
参
加
者
全
邑
が
「
み

ん
な
の
体
操
」
で
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

こ
。t
 

楽
し
く
一
緒
に
、
和
泉
小
で

「
み
ん
な
の
体
操
」

教
育
課
程
の
取
り
扱
い

海
甘
｀
．
軋
n
・闘圃・

C
肛・
I
l
^
r
,
n
'
ー
・
皿
ー
肛
ー
］
n
霊
圃
圃
圃
圃
・
J
f
iゎ．．
 

]学
校
教
育
の
し
く
み
が
変
わ
る
ー
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
ー

〖

¢
・
圃
・
皿
・P蕊
サ
山
・
圃
・
圃
3
舟
・

r
n
．
間
・
門
魯
ー
＾

•
h
u
u

市
叫
圃
・
圃
・
皿
・
皿
。

I
l

．
川
圃
角
閑
＇
山
・
軋
・
圃
・
圃
圃
・
開
椒
ヽ
j

（法
律
、
条
例
、
規
則
で
定
め
ら
れ
た
よ
う
に

勤
務
し
て
い
る
か
）
、
身
上
一

般
に
関
す
る
こ

と
な
ど
身
分
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の

事
務
が
千
代
田
区
教
育
委
貝
会
の
事
務
と
な
リ

ま
す
。

小
・
中
学
校
の
教
育
職
員
の
任
用
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
東
京
都
数
育
委
貝
会
の
権
限

の
ま
ま
で
す
。
そ
れ
は
、
東
京
都
が
給
与
を
負

担
し
て
い
る
小
・
中
学
校
の
教
育
職
員
を
任
用

す
る
権
限
は
、
東
京
都
教
育
委
邑
会
に
属
す
る

と
い
う
規
定
が
別
に
あ
る
か
ら
で
す
。つ
ま
リ
、

区
が
給
与
を
負
担
し
て
い
た
幼
稚
園
教
育
職
呉

の
任
用
そ
の
他
の
身
分
取
リ
扱
い
を
東
京
都
教

育
委
呂
会
が
行
っ
て
い
た
こ
と
が
特
例
だ
っ
た

わ
け
で
す
。
小
・
中
学
校
の
教
育
職
員
に
つ
い

て
、
千
代
田
区
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
に
な

る
の
は
、
東
京
都
が
行
う
任
用
な
ど
に
つ
い
て

の
内
申

（内
々
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
）
、
服

務
監
督
に
関
す
る
事
務
で
す
。

演題はSeizethe Day'99~The Door to 2000~ 

な
る
わ
け
で
す
。

な
お
届
け
出
る
教
育
課
程
の
貝
体
的
な
内

容
は
、
教
育
目
標
、
指
導
の
重
点
、
授
業
日
数
、

及
び
授
業
時
数
の
配
当
、
学
校
行
事
で
す
。
教

育
課
程
は
、
学
校
の
教
育
計
画
で
す
か
ら
、
各

学
校
、
幼
稚
需
に
お
い
て
編
成
し
、
教
育
委
呉

会
に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
法

律
で
、
文
部
大
臣
の
検
定
し
た
教
科
書
の
中
か

ら
採
択

（ど
の
教
科
書
を
使
用
す
る
か
決
め
る

こ
と
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
千
代
田
区
の
学
校
で
あ

リ
な
が
ら
、
ど
の
教
科
書
を
使
用
す
る
か
を
決

め
る
の
は
東
京
毬
教
育
委
負
会
の
権
限
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
千
代
田
区
教
育

委
負
会
が
、
権
限
と
責
任
を
も
っ
て
教
科
書
の

採
択
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
教
材
と
は
、
貝
体
的
に
は
副
読
本
、

学
習
帳
、
地
図
、
ビ
デ
オ
な
ど
が
考
え
ら
れ
‘
補

助
教
材
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
従
前
ど
お
り
ど
の
教
材
を
使
用
す
る
か

は
千
代
田
区
教
育
委
員
会
の
権
限
で
す
。

今
回
の
東
京
都
に
関
す
る
特
例
の
廃
止
に
よ

リ
、
こ
れ
ま
で
一
船
の
市
の
教
育
委
貝
会
と
し

て
の
性
格
も
有
し
て
い
た
東
京
都
教
育
委
貝
会

は
、
他
の
道
府
県
教
育
委
員
会
と
ま
っ
た
く
同

様
に
な
リ
ま
す
。
東
京
都
教
育
委
貝
会
は
、
都

全
体
の
教
育
事
務
を
行
い
、
千
代
田
区
教
育
委

九
段
中
都
大
会
で
優
勝

ー

英
語
学
芸
大
会
ー

昨
年
1
2
月

5日
に
第
52
回
東
京
都
中
学
校
英

語
学
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
都
内
名
区

市
町
村
か
ら
予
選
を
通
過
し
た
国
公
立
の
中
学

校
が
、
熱
演
を
競
い
合
う
な
か
で
、
九
段
中
学

校
が
、
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

授
業
で
取
リ
上
げ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
映
画
の

「
今
を
生
き
る
」
を
、
顧
周
の
井
村
先
生
が

20

分
の
演
劇
用
に
脚
本
を
書
き
下
ろ
し
、
生
徒
た

は

げ

の

ぞ

ち
は
日
々
練
習
に
励
み
、
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

演
技
が
終
わ
っ
た
瞬
間
、
他
校
の
生
徒
か
ら

ゎ

「
プ
ラ
ボ
ー」

の
歓
声
が
沸
き
起
こ
る
程
、
素

晴
ら
し
い
演
技
で
し
た
。

井
村
先
生
は
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
た

ち
に
、
陰
で
支
え
て
く
れ
る
人
に
対
し
て
常
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
、
日
頃
か
ら
感
動

す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
物
事
を
や
リ

と遂
げ
る
努
力
が
ど
ん
な
に
大
切
か
知
る
こ
と
を

身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

【
東
京
都
教
育
委
員
会
と
の
役
割
分
担
＿

教
科
書
そ
の
他
の
教
材
の
取
り
扱
い

今
川
中
学
校
仮
移
転
に
つ
い
て

麹
町
小
学
校
・
幼
稚
園
が
移
転
し
ま
す

指
導
室

員
会
は
基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体
の
数
育
委
員

ふ

会
と
し
て
千
代
田
区
の
特
色
を
踏
ま
え
た
教
育

行
政
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
千
代
田
区
教
育
委
員
会
の
取
組
み
】

内
3
1
6
5

千
代
田
区
教
育
委
国
会
は
現
在
、
二
つ
の
新

し
い
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
つ
は
、
千

代
田
区
立
中
学
校
の
将
来
像
を
検
討
す
る
こ
と

で
す
。
平
成
十
年
九
月
に
「
千
代
田
区
中
学
校

教
育
検
討
会
」
を
設
置
し
、
平
成
十
二
年
八
月

に
最
終
報
告
が
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（今
号

4
ペ
ー
ジ
か
ら
の
記
事
も
ご
参
照
下
さ
い
。
）

も
う
＿
つ
は
、
幼
稚
園
に
お
け
る
「
預
か
り

保
育
」
の
実
施
で
す
。
平
成
十
二
年
四
月
か
ら

区
立
富
士
見
幼
稚
園
と
千
代
田
幼
稚
園
に
お
い

て
、
教
育
課
程
に
係
る
敦
育
時
間
の
終
了
後
、

保
護
者
の
希
望
に
よ
リ
午
後
四
時
ま
で
園
児
を

預
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
や
千

代
田
区
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
行
政
を
展
開

し
て
い
く
た
め
、
千
代
田
区
教
育
委
負
会
は
今

回
の
制
度
改
革
を
追
い
風
に
、
よ
リ

一
層
区
民

こ
た

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。問

合
せ

麹
町
小
学
校
・
幼
稚
園
は
、
改
築
に
と
も
な

っ
て
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
平
成
1
5
年

3月
ま
で

の
期
間
、
旧
永
田
町
小
学
校
の
仮
校
舎
に
移
転

し
ま
す
。

改
築
の
期
間
中
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
．
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

移
転
先
〒
100伽
千
代
田
区
永
田
町
2_19
_1

6

小
学
校

(3
2
6
3
)
7
3
3
7

幼
稚
園

(3
2
6
3
)
7
3
3
0

（現
在
の
番
号
と
変
わ
り
ま
せ
ん
）

今
川
中
学
校
の
校
舎
の
耐
震
診
断
の
結
果

「
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
」
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
緊
急
避
難
と
し
て
、
内
神

田
社
会
教
育
会
館

（総
合
体
育
館
）
に
仮
移
転

し
、
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
今
川
中
学
校
の
校
舎
に
つ
い
て
は
、

P
T
A
を
含
め
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

今
川
中
学
校
仮
移
転
先

〒
101
伽

千
代
田
区
内
神
田

2
,1
,
8

6

(3
2
5
2
)
0
2
5
8
 

（電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）
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活
字
離
れ
が
言
わ
れ
て
か
ら
久
し

い
。
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
な
く
大

人
た
ち
も
含
め
て
そ
の
傾
向
は
、

年
々
強
ま
っ
て
来
て
い
る
。

出
版
界
は
平
成
十
一
年
十
二
月
ま

で
で
三
年
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
成
長
、
す
な
わ

じ
っ
せ
き

ち
前
年
の
実
績
を
下
ま
わ
る
状
況
と
な
っ
た
。

過
去
に
も
テ
，レ
ビ
が
登
場
し
た
時
、
本
は
テ

レ
ビ
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

き

き

か

ん

つ

の

危
機
感
を
募
ら
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
最
近

の
こ
の
状
況
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
深
刻
な
も
の

で
あ
る
。

＇

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
高

ま
り
、
相
対
的
に
読
書
時
間
は
減
少
し
続
け
て

い
る
の
が
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。

じ
ょ
う
ほ
‘
つ
か
ん
さ
ょ
う

情
報
環
境
と
い
う
も
の
が
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
急
激
に
か
つ
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

今
、
改
め
て
読
書
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
昨
年
八
月
、
国
会
に
お
い
て
二
〇

0
0
年
を
「
字
ど
も
読
書
年
」
と
す
る
こ
と
が

決
議
さ
れ
た
。

五
月
五
日
の
こ
ど
も
の
日
に
、
上
野
に
国
際

子
ど
も
図
書
館
が
開
館
す
る
の
を
中
心
に
、
子

ど
も
読
書
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

こ
な

二
十
一
世
紀
を
摺
う
子
ど
も
た
ち
の
人
間
形

成
に
と
っ
て
読
書
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い

ど
く
し
ょ
す
い
し
ん
う
ん
ど
う

も
の
で
あ
り
、
読
書
推
進
運
動
は
政
官
民

一
体か

と
な
っ
て
取
り
組
む
国
民
運
動
と
言
っ
て
も
過

ご
ん言

で
は
な
い
。

一

（
 

小
さ
な
試
み
で
ス
タ
ー
ト
し
た
朝
の
十
分
間

読
書
運
動
は
今
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
、

全
国
の
小
中
学
校
に
拡
が
り
は
じ
め
て
い
る
。

始
業
前
の
十
分
間
の
読
書
が
、
昼
休
み
、
あ

る
い
は
放
課
後
の
読
書
へ
と
つ
な
が
り
、
読
書

す
る
こ
と
の
喜
び
、
楽
し
み
を
見
出
し
た
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
来
て
い
る
こ
と
は
、
す
ば
ら

[ り
i

i

ス

教

石

区

一

ク

田

-そ-_

千

多

ッ

代

一

ブ

多ヽ

軋
い

lll1h乳
叫
’
↓
囀
＂
ウ

し
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
運
動
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
読
書
推
進

運
動
を
展
開
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
だ
。
そ
の
中

の
一
っ
に
、
イ
ギ
リ
ス

・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
九

二
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
読
書
推
進
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
が
あ
る
。
名
付
け
て
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

新
生
児
が
六
カ
月
検
診
を
受
け
る
際
、
「
絵

い
し
か
わ
は
る
ひ
こ

千
代
田
区
教
育
委
員

会
社
社
長

9ヽ
ノ

想随

き
ょ
う
い
く

杢
一
冊
」
「
赤
ち
ゃ
ん
と
『
本
の
時
間
」
を
持

つ
際
の
ア
ド
バ
イ
ス
集
」
、
「
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
」
、

「
地
域
の
図
書
館
へ
の
招
待
状
」
、
「
会
員
カ
ー

ド
」
、
等
々
を
セ
ッ
ト
に
し
た
パ
ッ
ク
を
無
料

で
配
布
す
る
。

乳
幼
児
か
ら
親
子
で
「
本
の
時
間
」
を
持
つ

こ
と
の
意
味
と
重
要
性
を
学
問
的
に
調
査
研
究

し
て
い
る
。
「
赤
ち
ゃ
ん
と
「
本
の
時
間
」
を

持
つ
こ
と
」
「
そ
れ
を
習
慣
化
さ
せ
る
」
「
家
庭

っ
ち
か

で
子
ど
も
の
読
み
書
き
能
力
の
基
礎
を
培
う
」

「
本
か
ら
得
ら
れ
る
喜
び
や
満
足
感
を
親
子
で

し

え

ん

分
か
ち
合
う
」
の
四
点
を
支
援
す
る
側
面
も
あ

る
が
、
調
査
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
こ
の

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
は
、
①
禾
＇ヘ

か
く
だ
ん

の
意
識
が
格
段
と
裔
ま

っ
た
。
②
親
子
の
「
本

の
時
間
」
が
よ
り
長
く
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
③
図
書
館
の
加
入
者
が
、
大
人
、
子
ど
も

共
に
増
加
し
た
。
①
牽
盆
g
で
の
読
書
の
時
間
が

ま

増
え
た
。
⑤
子
ど
も
の
集
中
力
が
増
し
、
好
奇

お
う
せ
い

心
が
旺
盛
に
な
っ
た
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
こ

の
プ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
以
外
の
グ
ル

ー
プ
と
比
較
す
る
と
子
ど
も
の
言
語
的
、
数
学

的
思
考
能
力
の
双
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
日
本

で
も
ぜ
ひ
こ
の
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
研
究
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

3
月
は
弥
生
と
も
言
わ
れ
、
「
草
木
が
勢
い

よ
く
生
い
茂
る
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
入
学
や
進
級
を
間

近
に
し
、
胸
を
躍
ら
せ
て
い
る
時
期
で
す
ね
。

平
成
12
年
4
月
か
ら
特
別
区
制
度
改
革
に
よ

り
、
千
代
田
区
も
区
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
基

礎
的
公
共
団
体
と
な
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
も

皆
さ
ん
の
要
望
や
千
代
田
区
の
特
色
を
生
か
し

た
教
育
行
政
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
今
号
で
は
番
町
小
学
校

・
幼
稚
園
の

校
歌
・
園
歌
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

千
代
田
区
立
の
全
て
の
小
学
校
・
幼
稚
園
の
新

し
い
校
歌

・
園
歌
が
揃
い
ま
し
た
。
各
校

・
各

園
の
特
色
や
、
児
童

・
園
児
の
夢
や
希
望
が
込

め
ら
れ
た
校
歌
・
園
歌
は
、
こ
れ
か
ら
長
く
歌

い
継
が
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
中
学
校
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

感
想
を
持
た
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
検
討
会
で
は
、

さ
ら
に

4
月
8
日
（
土
）
に
、
多
く
の
方
か
ら

ご
意
見
を
伺
う
「
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
教
育
に

つ
い
て
の
意
見
を
聴
く
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想

・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
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